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１．はじめに 

 徳島大学理工学部は，平成9年度（1997年度）

から，「次世代を担う青少年に科学する心を

育成し，科学に関する関心を高め，ひいては

地域社会の科学技術の振興に寄与する。」と

いう目的のもと，「科学体験フェスティバル

in徳島」を開催している。「さわって，つくっ

て，楽しい科学」と銘打ち，例年8月上旬の土，

日の2日間，研究室をはじめ県内教育機関，県

内外の企業からもブースを出展いただき，毎

年8,000人を超える児童・生徒及び保護者の方

が来場し，科学の楽しさや不思議を体験でき

る科学の祭典として定着している。今年度は

第24回が開催された。 

 技術支援部常三島技術部門の技術職員が業

務を行っている総合技術センターは，平成12

年度の第4回から参加しており，今回も「目が

だまされる！錯視工作の世界！」「電池と磁

石で回せ！くるくる大車輪」の2件を出展した

ので報告する。 

 

２．開催概要 

２．１ 開催形式 

例年は徳島大学常三島キャンパスにて対面

形式で開催されていたが，第24回になる昨年

度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観

点から開催中止となった。今年度は「おうち

で科学体験！」と題して，初のオンライン（オ

ンデマンド）形式で改めて第24回を開催する

こととなった。 

 

２．２ 開催日程 

 小中学校の1学期終了にあわせ，理工学部

HP上で科学体験フェスティバル in徳島のウ

ェブサイト[1]（図１）が令和3年7月20日から

公開された。 

 

 

２．３ ウェブサイト[1]について 

 例年は県内外の企業や教育機関などからも

出展があり約45件のブースを出展している

が，今年度は，学内のみ17件の出展となった。

テーマごとに実験・工作を紹介する動画を撮

影し，掲載した。図２は，「電池と磁石で回

せ！くるくる大車輪」の紹介ページの一部で

ある。 

図１ 第 24 回科学体験フェスティバル 

in 徳島ウェブサイト[1] 

図２ 第 24 回科学体験フェスティバル 

in 徳島ウェブサイト[1] 内「電池と 

磁石で回せ！くるくる大車輪」のブ 

ース 
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実験材料は，対面形式では配布しているが，

オンライン形式では配布できないため，家庭

にあるものや簡単かつ安価に入手できる材料

を掲載した。特殊な材料については，入手先

のURLなどを併せて紹介した。 

 

３．出展テーマについて 

３．１ テーマの決定について 

 総合技術センターは，第 8 回（平成 16 年）

から特別企画を担当している。特別企画のテ

ーマは 2 年ごとに変わる。2 年目にあたる今

回は第 23 回の出展内容である，製作ブース 3

件，展示・体験ブース 3 件の中から家庭でも

実施可能で，材料が安価で手に入りやすいテ

ーマを 2 件，「総合技術センター科学体験フ

ェスティバル委員会」で決定した。 

 

３．２ 「目がだまされる！錯視工作の世

界！」 

対象年齢：全年齢 

錯視の不思議を楽しみながら，その仕組み

への理解や関心を持つことで科学に対する興

味を深めてもらうことがねらいである。 

縞模様の上で物体を動かすと物体が伸び縮

みして見える「フットステップ錯視」（図３）

と回転させると元の模様とは違って見える

「錯視コマ」（図４）のふたつの工作を紹介

した。 

 

３．３ 「電池と磁石で回せ！くるくる大車

輪」 

 対象年齢：小学校中学年以上 

電流と磁界が交差するすることによって力

が発生する（ローレンツ力）。これはモータ

ーなどに利用されている原理である。また，

電線に電気を流すと熱が発生する（ジュール

熱）。これはヒーターなどに利用されている。

電池と磁石，電線を使い，力と熱を体験して

もらうのがねらいである。 

 準備として電線の被覆を一部取り除き，特

定の形状に折り曲げる。支柱となる電線を乾

電池の両端にテープで留め，電池に磁石を設

置する。回転子となる電線を支柱に橋渡しす

るように乗せると回転するので，その様子を

紹介した（図５）。 

４．実施状況 

 8月29日時点のウェブサイトの訪問者数は，

延べ4,693回，動画視聴回数は延べ2,025回で

あった。2件の作品投稿があり，うち1件は「電

池と磁石で回せ！くるくる大車輪」の作品（図

６）であった。 

図４ 錯視コマの製作物 

「目がだまされる！錯視工作 

の世界！」実験編[1]より 

図３ フットステップ錯視の製作物 

「目がだまされる！錯視工作 

の世界！」実験編[1]より 

図５ 小さな大車輪の製作物 

「電池と磁石で回せ！くる

くる大車輪」実験編[1]より 
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 夏休み終了後もウェブサイトは公開されて

おり（令和3年12月20日現在，公開中），11月

9日時点での訪問者数は延べ8,765回，動画視

聴回数は延べ2,599回であった。作品の投稿も

1件増えて3件であった。 

 

５．オンライン開催での工夫や今後の課題に

ついて 

対面形式では，A0判のポスターで原理説明

しているが，錯視の原理説明を動画で行うこ

とにより，錯視を起こしている効果をかけて

いる時と外した時とを比較できるので，錯視

の原理がわかりやすかったのではないかと思

われた。しかしながら，解説編，準備編，工

作編と3つのパートに分けたことで，見る人に

は面倒だったかもしれない。また，動画の掲

載順について，一番目が工作編だったので，

解説編を見てから工作にはいってもらえるよ

う順番を工夫すべきだった。 

大車輪の製作動画では，子供には馴染みが

なく扱いづらいと思われるワイヤストリッパ

ーやラジオペンチなどの工具を，はさみや定

規といった身近な文房具に代替するという工

夫を施した。しかし，カメラの映す範囲をよ

く把握できないまま撮影に臨み作業する手元

が画面中央から外れたり，用意した電線の色

が机の色と同化して動画では見づらくなって

しまったりした点は反省すべきである。 

製作動画作成までの準備期間が短く，撮影

も一発撮りであったが，事前にカメラリハー

サルが行えるとよかったと感じた。 

 

６．さいごに 

 初めてのオンライン開催ということで準備

に戸惑った点も多々あったが，周囲の協力を

得て，公開日までに動画を撮影し終えること

ができた。 

 また，一方通行で参加者の反応が見られな

い中，作品を投稿していただいたり，職場の

教員から「動画を見た」と感想を伝えてもら

ったりしたことはとても励みになった。 

 次年度もオンライン形式での開催が予定さ

れている。今回の経験を活かし，よりよい内

容の出展につなげたい。 
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図６ くるくる大車輪の投稿作品 

みなさんの作品展覧会[1]より 
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